
参加者　都道府県・市町村林務担当者、森林組合・林家等の森林・林業関係者

　　　　学校教育・社会教育関係者、環境教育事業者、建設・設計関係者

　　　　森林づくり・地域づくり・地球環境問題等に取り組む市民や企業

　　　　一般参加者等 300 名

後　援　林野庁、文部科学省、環境省、総務省、千葉県

　　　　第 54 回全国植樹祭千葉県実行委員会、千葉県教育委員会

　　　　山武町、山武町教育委員会、千葉県森林組合連合会、日本木材学会

主　催　全国森林組合連合会

育み、活かし、つなげよう。森林と私たち

―森林環境教育が創る森林と人との新しい関係―

平成 14 年度 森林環境教育活動の条件整備促進事業

シンポジウムの記録

平成１４年１１月９日（土）・１０日（日）

千葉県　山武町ふれあいセンター

　　　　山武町中央会館

千葉県森林研究センター　他
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　みなさん、こんにちは。

　「森林環境教育全国シンポジウム」の開会にあたり、主催者を代

表して、ひとことご挨拶申しあげます。

　21世紀を迎え、「森林環境教育が創る森林と人との新しい関係」

に向けて、「育み、活かし、つなげよう。森林と私たち」とご案内

申しあげましたところ、かくも多数の皆様のご参加をいただき、

大変嬉しく存じております。皆様に厚くお礼申しあげます。

　さて、近年、地球環境問題として、世界的に課題となっている

問題は、温暖化のほか、オゾン層の破壊、熱帯林等の森林減少、野生生物種の減少、砂漠化

などがあげられますが、これらの多くは森林の問題と深くかかわっています。

　こうした課題に対応するため、90年代以降、国際的な会議が開かれ、世界的な合意形成

が進められるなかで、国際社会が一体となって、持続可能な森林管理・経営へ向けた取り組

みが進められています。

　我が国においては、森林との長いかかわりを通じて、これまで森林文化をはぐくんできた

ものの、戦後の社会経済情勢の激変の中で、人が森林や木材と接する機会は減少し、林業と

それを営む山村は荒廃を余儀なくされました。

　しかし、私たちの生活の根底にある「衣食住」のうちの「住」を支える林業は、健全な状

態を保っていく必要があり、そのためには、森林・林業について多くの方に接していただ

き、森林のもつ様々な機能について、広く理解していただきたいと考えます。

　こうした中で、「森林での体験学習」や「里山の保全活動」、「森林ボランティア活動」、「大

学生協での間伐材ワリバシの利用運動」や「地域材の利用運動」が実践され始めていること

は、とても嬉しいことです。

　数千年にわたって再生産を維持しつづけてきた「森林と人の関係」を、今の私たちの世代

で壊してしまうことのないよう、今後、幅広い分野の方々と連携し、「都市と山村との協力」、

「市民・企業・行政の協働」などによって、こうした実践がさらに広がり、社会全体で、「森

林の整備」と「森林資源の循環利用」という、「森と人の関係」を再び取り戻していかなけ

ればなりません。そこに森林環境教育を推進していく意義があると考えます。

　本シンポジウムは、森林環境教育を推進するこれまでの活動をふりかえるとともに、今後

の取組方向について、各分野の関係者が一堂に会して討議、意見交換を行うことを目的とし

て開催します。

　最後になりましたが、「講師・報告者の皆様」をはじめ、「ご後援いただいた皆様」、そし

て、「スタッフとしてご協力いただいている地元の皆様」の多大なるご協力に、厚くお礼を

申しあげますとともに、「ご参加いただいた皆様」の「活発な議論」と「交流の進展」を期

待申しあげ、開会のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

主催者あいさつ

開会あいさつ

木下　紀喜（全国森林組合連合会代表理事専務）
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　ご紹介いただきました林野庁長官の加藤でございます。本日は

森林環境教育に携わる皆様がこのように一堂に会して全国シンポ

ジウムが行われますことを、心からお祝いを申し上げますととも

に感謝を申し上げたいと思います。森林環境教育の問題は、中央

森林審議会でこれからの森林と人とのかかわりをどのように考え

ていけばよいのか議論をいただいたことが最初のきっかけになっ

たのではと思っております。その中の問題認識の１つとして、子

供たちが森林に触れ合うということが極めて少なくなっているの

ではないか、子供たちがもっと森林に触れ合うためにはどうしたらいいのかということを考

えなければいけないということが提起されました。ちょうど当時の文部省で学校の完全週５

日制が実施されるという決定がされたところで、それを踏まえて、もう一度そのことを考え

てみようというのが問題認識として示されたわけです。完全学校週５日制も平成14年度か

らいよいよ実施されることになり、森林環境教育の問題、その実践も第２段階に入ったので

はないかと思います。

　林野庁として、今年は新しい試みを２つすることにしました。１つは学校林の問題につい

て改めて考えようということです。今、全国で小学校から高校まであわせて3,000校以上の

学校で、学校林を持っていただいております。実はその学校林というのは、戦後に学校の財

産をつくるという意味合いを兼ねて造成されたものがほとんどで、どのように活用されてい

るかという実態調査をしたところ、７割以上は活用していないとの答えになっています。そ

ういう点でもっと児童生徒に学校林を活動の場として使ってもらうためにはどうしたらいい

のかを改めて考え、それを実行に移していかなければならないという問題認識を持ってお

り、もう少し身近な形で学校林を整備し、活用していくための新たな事業を始めたところで

す。また、国有林においても「遊々の森」と名づけ、学校の方々と協定を結んで、子供たち

に自由に使っていただく森林として設定していくことにしたところです。これから全国各地

で、国有林の方から学校に話をさせていただきながら、学校と連携を図って森づくりをして

いこうと考えています。

　もう１つは、「森の聞き書き甲子園」というのを今年文部科学省と連携して実施すること

にしました。これは国土緑化推進機構で森にかかわる技術を持っている方々を、名手、名人

として 100名選定し、その名手、名人の方々のところへ、高校生が聞き書きに行くという

試みをしようというものです。これは技術を聞きに行くということと同時に、人となりと

か、考え方というものを聞いてもらい、今の高校生が見てどう思うのか、そこから何を学ぶ

のかということを我々として見てみたいということであります。多分高校生にとっても大変

貴重な経験になるのではないかと思っております。森林環境教育そのものに直接かかわるの

かどうかわかりませんが、森と人とのかかわりというものを高校生が見直す契機になるので

来賓あいさつ

来賓あいさつ

加藤　鐵夫（林野庁長官）
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はないかなと思っております。近々名手、名人をまず100名選定して、公表をさせていた

だきたいと思っているところです。既に高校生100名は選んでおり、聞き書きの方法を学

ぶ研修会を実施しました。年度末までにはその成果が出てくると思っています。このような

新しい試みも取り入れながら、今までの施策も充実させ、森林環境教育をさらに進めていく

ことが重要だと思っています。

　もう１つ地球温暖化問題についてですが、皆様御承知のとおり、今回、京都議定書におき

まして、1990年の二酸化炭素（CO２）の排出量を2008年から2012年の平均値として６

％削減するということが決まりました。そして６％のCO２削減量のうち3.9％を森林で担っ

ていかなければならない。それにはルールがあります。どの森林も成長している。だから自

然に3.9％の削減量が確保されていくのではないか、森林蓄積が増加すればおのずとCO２が

そこへ吸収され、貯蔵されるのだから、それでいいのではないかということを耳にします

が、実はルールはそうではない。今回の京都議定書では 1990 年以降どれだけ CO２排出量

の削減に努力をしたかということが問われるわけです。森林を吸収源とすることについて

も、1990年以降努力をした部分だけカウントすることができる。努力として具体的に挙げ

られていますのが、新規植林であるとか、再植林であるとか、あるいは森林経営をきちんと

行っている森林についてだけカウントすることができるということになっております。3.9

％を確保していくためには、我が国の森林の７割ぐらいがきちんと森林経営を行っている森

林として認定されることが必要です。

　しかしながら、今の森林・林業の状況の中で考えますと、その７割を適切に管理、経営さ

れている森林ということで認定をしてもらうことは大変困難になっております。林業につい

ては今森林所有者の方々は森林からほとんど収入を得ることができないという状態になって

おり、森林経営について関心をなくされている状態です。森林所有者の方々に自ら森林をき

ちんと管理、経営をしていただくという土台が、かなり危うくなってきております。我が国

の森林の７割をきちんと森林経営された状態にしていくには、今まで以上に森林整備の施策

の充実を図っていかなければならないというのが実態ではないかと思っております。そうい

う点で、林野庁としても施策の充実に努力をしたいと思っております。

　併わせて、地球環境の問題について国民の方々にご理解をいただくということが必要では

ないかと思っております。やはり、森林が地球環境に大きな役割を果たしているということ

と同時に、今これからの地球環境をどういうふうに考えていくのか、環境問題をどういうふ

うに考えていくのかという基本を、国民の方々にどのように理解をしていただくのかという

ことが大変重要ではないかと思います。そういう点でも森林環境教育はより一層重要になる

のではないかと思います。皆様方の今後の活躍にもますます期待をさせていただきたいと

思っているところですが、そのことについてもお願い申し上げたいと思います。最後になり

ましたけれども、本シンポジウムを主催されております、全国森林組合連合会はもとより千

葉県山武町の皆様方にもその御労苦に対し、心から御礼を申し上げまして、簡単ではござい

ますがご挨拶にさせていただきたいと思います。本日はどうもありがとうございました。

主催者あいさつ
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　皆さん、おはようございます。ただいま紹介いただきました地

元千葉県の副知事の大槻でございます。今から１年半ほど前まで

は皆さんと同じような森林を預かる林野庁の職員として、森林環

境教育にも大変関心を持っていた１人として、きょう全国の北海

道から九州、沖縄まで幅広く御参加をいただきました皆様ととも

に、森林環境教育を考える機会を得ましたことを大変うれしく

思っております。皆さん御存じのとおり、千葉県は自然豊かな房

総の里山ないしは海に囲まれるという、豊かな自然環境を千葉の

大きな売り物、観光の目玉として、これから全国に情報発信しようとしております。そうい

う中でこの山武は、先般の 21 号台風で大変な被害を受けまして、当地に入るに当たって、

恐らく皆さんも被害跡地をごらんになったのではないかと思います。

　千葉県は９月の中旬でちょうど600万人の県民を達成いたしました。全国で６番目に人

口の多い県になったようであります。ただ、この600万人の県民のうちの約400万人近い

方々が、昼は東京で勤め、そして夜千葉にお戻りになるという人口構成になっており、千葉

の南房総とこの東京に近い皆さんとの生活の違いが、今後の県政の大きな問題になっており

ます。と申しますのも、この森林環境教育ともかかわりを持つのですが、千葉の文化、さら

にはいろいろと外部からお住まいになってきている方々とのモラルの問題とか、いろいろな

トラブルも発生いたしまして、全国から産業廃棄物やらごみの問題ということで、神奈川、

東京からのものも不法に入ってくるということが結構多い県でございます。これを防ぐため

に随分警察とも協力しながら、警備も強化しているのですが、やはり何を置いても千葉の一

人一人が森林の大切さ、そして森林を守っていく上で、心というのを森林環境教育の中で

ゆっくりと育てていかなければならないのではと思っております。

　そんな意味で小・中・高校生の教育のフィールドとして、この山武の近郊にごらんになり

ますような谷津田という里山がこの房総大地にはたくさん広がっております。里山の森林と

それを取り巻く水田、そして水辺環境が一体となった里山というものを生態系を学ぶ上での

貴重な材料として千葉の教育関係のきょうお集まりの皆さん、全国の皆さんも、なるほどと

いうようなフィールドが展開しているのがごらんいただけると思います。こういう森林環境

教育、人の形成という面で、単なる自然生態系の不思議さ、豊かさを学ぶということではな

くて、人と人のつながりを千葉の 600万人県民が、全国から集まったいろいろな異文化を

持った人々の共通の課題として育てていければ、もっと千葉のすばらしさが発揮できるので

はないかと思っております。現在林務課サイドでいろいろな知恵も出しておりますが、来年

の５月 18日、全国植樹祭第 54回を千葉で開催させていただきます。その機会にまた皆さ

んとお会いすることもあろうかと思いますが、どうか千葉の今後の森林にかかわる環境教育

の新しい方向づけについて、今日と明日、２日間の中で、私どももそのきっかけを学ばせて

来賓あいさつ

来賓あいさつ

大槻　幸一郎　（千葉県副知事）
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いただければと思っております。本日御参加いただきました多くの皆様、教育関係に従事し

ている方々、そして林業関係者の方々等、幅広い連携の中で日本の森林がより一層高い評価

が得られるような、そんな契機にできればと思っております。御参加いただきました皆様の

今後の御発展、そして全国森林組合連合会の皆様の一層の御発展を心から祈念申し上げまし

て、当千葉県を代表しまして、お祝いの言葉にかえさせていただきます。本日はどうもおめ

でとうございました。

主催者あいさつ
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〇シンポジウム日程

【全体スケジュール】

　１１月　９日（土）

　　　１０：３０～１０：５０　　開　会（主催者、来賓挨拶）　　　

　　　１０：５０～１１：００　　スライドショー（これまでの取組み紹介）

　　　１１：００～１２：００　　基調プレゼンテーション

　　　１２：００～１３：００　　昼　食

　　　１３：００～１７：００　　分科会（７分科会）　　プログラム体験（５プログラム）

　　　　　※分科会及びプログラム体験の内、どちらか一方を選択してください。なお、分科会は二日

間連続しての参加が前提となり、一日だけの参加はできません。

　　　１８：００～２０：３０　　交流会

　１１月１０（日）

　　　　９：００～１２：００　　分科会（７分科会）　　プログラム体験（５プログラム）

　　　１２：００～１２：５０　　全体会

　　　１２：５０～１３：００　　閉　会

　　　　　　　　　　　　　　　　（希望者のみ昼食）

【基調プレゼンテーション】

　『森林環境教育が創る森林と人との新しい関係』

　　　分科会コーディネーターから「森林環境教育の姿」についての提案を行い、参加者から、それに

対する意見や感想を記入していただきます。

　　分科会コーディネーター：①稲木　清貴（東京の木で家を造る会）

　　　　　　　　　　　　　　②佐藤　敬一（東京農工大学助教授）

　　　　　　　　　　　　　　③原島　幹典（林業家・森林インストラクター）

　　　　　　　　　　　　　　④西　　直人（ワークショップ・ミュー）

　　　　　　　　　　　　　　⑤鹿住　貴之（ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ事務局長）

　　　　　　　　　　　　　　⑥川嶋　　直（財団法人キープ協会常務理事）

　　　　　　　　　　　　　　⑦高田　　研（岐阜県立森林文化アカデミー）

　　進行・コーディネーター：水野　一男（木文化研究所代表）

【分科会】

　１．木の文化を伝える森林環境教育

　　　　日本各地で伝統的に行われてきた木材利用は年々その姿を失いつつあります。その木の文化の

良さを森林環境教育の手法を通して再評価し、木材が持つ良い部分を引き継ぐ方法について議論

を深めます。

　　　◆コーディネーター：稲木　清貴（東京の木で家を造る会）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：山武町内にて山武スギで作られた家屋の見学を通して、山武スギの良さの再評

価を行うとともに、伝統的な住まいのある地域景観の観察を行います。

　　　　　　　講　師：水野　一男（木文化研究所代表）

　　　　　　　　　　　稲木　清貴（東京の木で家を造る会）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：地域の伝統的な住まいの再評価を踏まえ、形、機能、環境貢献等から住まい方

を考えます。

　　　　　　　報告者：稗田　忠弘（さんむフォレスト）

　　　　　　　　　　　石井　正茂（林業家）

　　　　　　　　　　　池田　通則（とやまの木で家を造る会）

シンポジウム日程
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　２．木材利用と森林環境教育

　　　　地球温暖化を防止するために、木材の利用や森林・木質バイオマスの利用を通じて、資源循環

型社会を構築することは重要です。しかしながら、「木材利用は森林破壊」と考えている人も少な

くありません。このため、木材利用の正しい知識の習得と理解を促す森林環境教育の手法を考え

ます。

　　　◆コーディネーター：佐藤　敬一（東京農工大学助教授）

　　　　　　　　　　　　　宮川　秀俊（愛知教育大学教授）

　　　　　　　　　　　　　谷口　義昭（奈良教育大学教授）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：学校教育における事例研究

　　　　　　　①ものづくり教育　　　　　報告者：山下　晃功（島根大学教授）

　　　　　　　②木造校舎　　　　　　　　報告者：大迫　靖雄（熊本大学教授）

　　　　　　　③教材開発　　　　　　　　報告者：谷口　義昭（奈良教育大学教授）

　　　　　　　④ベンチづくり　　　　　　報告者：今山　延洋（静岡大学教授）

　　　　　　　⑤フレンドシップ事業　　　報告者：小原　光博（岐阜大学教授）

　　　　　　　⑥「環境・健康・都市園芸　報告者：大釜　敏正（千葉大学教授）

　　　　　　　　フィールド科学教育研究

　　　　　　　　センター構想」

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：地域・市民に対するプログラム事例研究（都道府県の試行例と問題点）

　　　　　　　①森林発電プロジェクト　　報告者：寺尾　尚純（滋賀県大津林務事務所）

　　　　　　　②北海道林産試験場の事例　報告者：富樫　巌（北海道立林産試験場）

　　　　　　　③鳥取林試の事例　　　　　報告者：大平　智恵子（鳥取県林業試験場）

　　　　　　　④大分県の事例　　　　　　報告者：津島　俊治（大分県林業試験場）　

　

　３．森林環境教育から見えてくる新時代の林業

　　　　林業経営者は都市住民の多様な森林ニーズに応えられるのか。森林インストラクターは、林業

をどのようにとらえ、伝えるのか。山村と都市をつなげる森林環境教育活動の事例から、新時代

林業の姿を模索します。

　　　◆コーディネーター：原島　幹典（林業家・森林インストラクター）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：林家の裏山にて、山武林業の歴史や現状を学び、草刈りや樹齢２００年の山武

スギに絡んだツル切り等を体験します。

　　　　　　　講　師：原島　幹典（林業家・森林インストラクター）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：各地の事例報告から学ぶ新時代の林業観

　　　　　　　報告者：八代　利之（農林業家）

　　　　　　　　　　　寺嶋　嘉春（森林インストラクター千葉会）

　　　　　　　　　　　石垣　正喜（清水みどり情報局会長）

　　　　　　　　　　　細川　直志（下川町森林組合総合企画室長）

　４．生物多様性・環境負荷に配慮した森林環境教育

　　　　「生物が多様になる森づくりとは」、「経済林は生物多様性空間に成り得るのか」、「保健休養・

環境教育は森林の生物多様性をどこまで担保できるのか」を論点として、人が森林に入ることと

生物の多様性を確保することの境界線を探し出すこと目指します。

シンポジウム日程
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　　　◆コーディネーター：西　直人（ワークショップ・ミュー）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：プロの講師による自然観察会を通して、自然体験型のプログラムを、とくに生

物多様性や環境負荷への配慮を意識しながら体験します。

　　　　　　　講　師：仁井　雄治（地域環境計画）

　　　　　　　　　　　飯塚　利一（横浜自然観察の森）

　　　　　　　　　　　西　　直人（ワークショップ・ミュー）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：環境負荷、生物多様性に配慮した森林の保全、利用の活動事例をもとに、森林

環境教育のあり方について考えます。

　　　　　　　報告者：仁井　雄治（地域環境計画）

　　　　　　　　　　　岡本　裕子（横浜自然観察の森）

　

　５．まちとむらを結ぶ森林環境教育

　　　　都市近郊の山村地域においても、木材価格の低迷や後継者不足等から林業経営が成り立たず、森

林が荒れてしまっている。一方では、都市のベットタウンとして、新住民は増えています。この

ような中で、「都市近郊の荒れた森林を、新住民と昔からの住民との交流の中で再生することがで

きないか？」をテーマに、「荒れた森林を森林環境教育の場として利用する」という視点から議論

を深めます。

　　　◆コーディネーター：鹿住　貴之（ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ事務局長）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：山武に雑木林をつくる会の活動現場を訪れ、新旧住民が交流できるプログラム

を作ります。

　　　　　　　講　師：清水　芳明（山武に雑木林をつくる会）

　　　　　　　　　　　鹿住　貴之（ＪＵＯＮ（樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ事務局長）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：地域の住民が交流する上で、何がネックになっているのかを明らかにし、その

解決策を考えます。

　　　　　　　報告者：遠藤　良太・手島　敏博（山武に雑木林をつくる会）

　　　　　　　　　　　高橋　順子（さくらグリーンクラブ）

　　　　　　　　　　　福島　彬達（かなざわ森沢山の会）

　６．森林環境教育の教育手法

　この分科会では、参加・体験型の森林環境教育プログラムを体験し、森林環境教育プログラム

実施の教育的手法を知るなど、「体験学習法」についての理解を深めます。

　　　◆コーディネーター：川嶋　直（財団法人キープ協会常務理事）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００　

　　　　　　　内　容：さんぶの森公園にて森林環境教育プログラムを体験します。

　　　　　　　講　師：川嶋　　直（財団法人キープ協会常務理事）

　　　　　　　　　　　山谷真理子（財団法人キープ協会）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００　

　　　　　　　内　容：体験学習法の実演体験・講義

　　　　　　　講　師：田中　裕幸（アウトドア・エデュケーションセンター）

　　　　　　　　　　　川嶋　直（財団法人キープ協会常務理事）

　　　　　　　　　　　山谷真理子（財団法人キープ協会）

シンポジウム日程
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　７．総合的な学習の時間と森林環境教育

　平成１４年４月より学校教育の中に「総合的な学習の時間」が本格的に導入されました。しか

しながら、現場の教師からは具体的な実施方法がわからないなどとまどう声が多くあがっていま

す。このような中で、教育関係者を中心に、「総合的な学習の時間」の意味と森林環境教育の役割

を考えます。

　　　◆コーディネーター：高田　研（岐阜県立森林文化アカデミー）

　　　１１月　９日　１３：００～１７：００

　　　　　　　内　容：林業、学校教育、自然体験学習、地域づくりなどの専門的な立場から、総合的

な学習の時間の作り方を考えます。

　　　　　　　講　師：川尻　秀樹（岐阜県）

　　　　　　　　　　　藤田　　均（青森大学）

　　　　　　　　　　　林　　浩二（千葉県立中央博物館）

　　　　　　　　　　　宮本　英樹（北海道自然体験学校ＮＥＯＳ）

　　　１１月１０日　　９：００～１２：００

　　　　　　　内　容：前日に引き続き、同内容で実施します。

【プログラム体験】

　森林環境教育を実践していく上で、必要となる考え方や技術などを、実際の体験を通じて学びます。

　１１月９日　１３：００～１７：００並びに１０日　９：００～１２：００

　　　　　　　　　１．森をしらべる　：歩きながら森の構造をしらべます。

　　　　　　　　　２．森の恵を活かす：森で見つけた材料の活用を考えます。

　　　　　　　　　３．森であそぶ　　：あそびながら自然と親しみます。

　　　　　　　　　４．森の働きを知る：森のもつ効用を体感します。

　　　　　　　　　５．森の仕事を学ぶ

　　　　　　　講師：千葉県森林インストラクター会（町原　亨会長他）

【全体会】

　二日間をふりかえるとともに、参加者に記入いただいた意見や感想についてのアンサートークを行い

ます。

　１１月１０日　１２：００～１２：５０

　　　　コーディネーター：水野　一男（木文化研究所代表）

　　　　　　　　　発表者：稲木　清貴（東京の木で家を造る会）

　　　　　　　　　　　　　佐藤　敬一（東京農工大学助教授）

　　　　　　　　　　　　　原島　幹典（林業家・森林インストラクター）

　　　　　　　　　　　　　西　　直人（ワークショップ・ミュー）

　　　　　　　　　　　　　鹿住　貴之（ＪＵＯＮ(樹恩）ＮＥＴＷＯＲＫ事務局長）

　　　　　　　　　　　　　川嶋　　直（財団法人キープ協会常務理事）

　　　　　　　　　　　　　高田　　研（岐阜県立森林アカデミー）

シンポジウム日程
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　森林の多面的な利用に対する意識が高まってい

ます。地球温暖化防止、森林体験学習、森林ボラ

ンティア活動、また健康づくりや生きがいの場と

しての森林活用、このような多様な視点からたく

さんの人が森林とかかわり、森林と人との共生と

いう考え方のもとで、森林を上手に育て、活用し

ていこうという機運が高まっています。一方で循

環型社会づくりという視点から適切な森林整備を

進めるとともに、先人が築き上げてきた森林の利

用と保全を両立させるための知恵や技術の再評

価、再生可能な資源である木材の積極的利用など

が注目されています。これらを受けて平成 11 年

から森林環境教育を進め、森林と人との新しい関

係を考えていこうという活動が始まりました。そ

の中核を成すものがこの森林環境教育シンポジウ

ムです。森林環境教育を実践する各分野の関係者

が一堂に会して、その成果と今後の課題を持ち寄り、討議、意見交換を行うとともに、森を

育て、活用していく実践者の幅広いネットワークをつくろうというものです。

　第１回目の森林環境教育シンポジウムは、平成11年、東京国立オリンピックセンターを

会場にして、地球温暖化防止を進める地域づくりをテーマに行いました。地域の森林を有効

に活用する市民の実践活動の１つに森林環境教育があり、それらを盛んにすることで、温暖

化を防ぐ循環型社会づくりを進めようというのがねらいでした。当時青森大学大学院教授で

あった岡島成行さんの基調レポート、温暖化と地球環境問題や、さまざまな分科会を通し

て、参加者は温暖化の危機を見据え、これらを解決するためには森林と国民を一歩でも近い

関係にしていくことが大切だと感じたようでした。

　第２回目は、森林環境教育を進める地域づくりがテーマでした。会場は愛知県労働者研修

センター、定光寺自然休養林でした。基調ディスカッションではオークビレッジ代表の稲本

正さん、そして神奈川県研究員の中川重年さんが、岐阜大学教授、林進さんのコーディネー

トで森林環境教育のあり方を示しました。その後、具体的な森林環境教育の体験を提供する

ための14のワークショップが行われました。地域の中で森林環境教育がどのような場面で

どのような大勢で取り組まれていくのか。また、他省庁の取り組み環境教育とどのように協

調し、連携していくのか。森林インストラクターやこれまでの森林教育がどのように変わっ

ていけばよいのか。さらに、学校ではどのようにすればよいのか。山村と都市の交流を進め

る上ではどのようにしていけばよいのかなど、森林環境教育と地域の関係が幅広く議論され

スライドショー
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た場となりました。

　第３回目は、森林環境教育の役割と地域づくりがテーマとなりました。会場は山形県県民

の森、そして少年自然の家。基調ディスカッションでは山形大学名誉教授の北村昌美さん、

青森大学大学院教授の岡島成行さんが、木文化研究所の水野一男さんのコーディネートで森

林環境教育の役割についてディスカッションしました。森林環境教育の取り組みが一層進む

ためには、関係するそれぞれの分野での経験の積み重ねが大切ですが、それらのノウハウが

共有され、高まっていくことがさらに重要です。このシンポジウムが回を重ねることによっ

て、実践する人々が出会い、情報交換が進み、実践例も豊かになってきました。循環型社会

の構築に向けて森林の役割も高まっている中、森林にかかわるそれぞれの分野でどのように

したら効果的に森林環境教育に取り組めるかを議論した結果、森林環境教育フォーラムの必

要性がうたわれ始めました。

　そして、この３回のシンポジウムを通して、森林環境教育という大きなテーマをもう少し

小さなテーマに分けて議論する必要性が見えてきました。それは、３年間森林環境教育の社

会的役割と地域との関係性を議論した結果でもあります。そのテーマは７つ。木の文化、木

材利用、新時代の林業、生物多様性・環境負荷、まちとむらを結ぶ教育手法、総合的な学習

の時間。今回のシンポジウムでは、その７つのテーマに対してそれぞれの課題を整理し、課

題解決に向けての議論を深めたいと思っております。そして、その結果として時代的な意味

においても、地域的な意味においても、森林環境教育の役割が一層深いものとなるに違いな

いと考えています。
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